
（別紙３）

○事業所名 社会福祉法人寿光福祉会　児童発達支援事業所フラミンゴ

○保護者評価実施期間
2026年　8月　1日 ～ 2025年　8月　25日

○保護者評価有効回答数
（対象者数） 37 32

○従業者評価実施期間
2025年　8月　1日 ～ 2025年　8月　25日

○従業者評価有効回答数
（対象者数） 8 7

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等
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2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

（回答者数）

（回答者数）

園内に併設されている ・こども園職員と密に連携を図り、行事へ部分的に
参加ができるように提案している。
・地域支援行事では職員も計画段階から参加し、フ
ラミンゴの児童も参加がしやすいように工夫してい
る。
・避難訓練では、利用児童に合わせた参加方法を工
夫している。また、事業所ならではの送迎中の訓練
も計画し実施している。

・フラミンゴ単体の行事の実施（参観や保護者向け
の研修など）
・園の避難訓練に参加できない曜日や時間帯の児童
の参加方法の検討と訓練実施後の保護者への周知
・地域支援行事にフラミンゴ利用家庭も参加しやす
いような方法の検討と提案。

子どもたちが安心して通所してくれている

開所して間もないが、行渋りで送迎車に乗らない子
どもや通所を嫌がる子どもはほとんどいない。

・安心して過ごせるような環境設定を個人に合わせ
て行っている。
・配置職員数に余裕をもつことで、１人１人とゆっ
くり関わる時間を確保している。
・子どもの気持ちに寄り添い、主体性を大切にして
いる。

・子どもとの関わり方を学ぶ機会を取り入れ、職員
全員が同じ対応をできるようにする。
・こまめに情報共有を行い、子どもの様子を全員が
知っておく。

専門職の存在

保育士、児童指導員、理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士、看護職員が在籍している。様々な目線か
ら子どもたちをみることができている。また、医療
的なケアが必要な子どもも通所することができる。

・専門職の職員が専門性を活かした活動内容を検討
している。
・専門性を生かした評価ツールを用い、現在の状況
の評価を行っている。
・医療的ケア児が通所できるような職員体制と受け
入れの準備を行っている。

・個別支援を行った内容を共有する時間の確保。
・専門的な見解を記録だけでなく直接職員に伝えて
もらい、支援方法を統一する。

職員間の業務負担や情報共有不足

週６日・１日７．５時間稼働の体制を取ることで、
送迎対応や記録業務、会議時間の確保に関して職員
の負担が大きくなっている。会議の時間は週に１回
しか時間を確保できず、全員の参加が難しいため、
質の維持・向上に課題を感じる。

・稼働時間の長さ
・週６日の稼働
・送迎対応と現場で支援をする職員の確保
・記録作成による時間的余裕の不足
・会議時間確保の難しさ

家族支援・きょうだい児支援の不足

保護者同士の交流の場やきょうだい児で参加できる
イベントの実施には至っていない。

・家族支援やきょうだい児支援を行う内容を検討す
る時間の確保
・複数名の家族を招くための場所の確保
・家族の困りごとや興味のある内容・勉強したい内
容を知る機会の不足
・職員の知識不足

保護者や地域への情報提供不足

避難訓練や園行事への参加を行っているが、対象保
護者にしかお知らせができていない。また、地域へ
の情報発信も充分にできていない。

・情報提供のルール作り不足
・SNSを使用した活動内容の配信やチラシ配布など
を行う時間の確保

・避難訓練や園行事への参加をしたあとは、HUGで
内容の配信を行う。
・SNS更新のタイミング（週に１回など）を決め、
活動内容のお知らせの頻度を増やす。
・事業所の見学や説明、地域支援事業などをSNSだ
けでなくホームページにも掲載する。

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

給食の提供がある

集団に参加する経験ができる

園庭で遊ぶことができる

地域支援事業を計画・実施している

園内から通う子どもの情報共有が密にできる

避難訓練を毎月実施できる

・毎朝情報共有を行う時間を確保し、本日の予定や子ども
の情報共有、その日の支援内容を確認する。
・毎週土曜日の会議内容を事前に検討し、効率よく話し合
いを行う。
・人員に余裕があるときに、ノンコンタクトタイムを設定
し間接業務の負担軽減を行う。
・連絡アプリやHUGの記録を使用し、会議がないときも
情報共有ができるようにする。

・年度末に保護者支援やきょうだい児支援についてアンケートを

取り、保護者の要望を知り、支援内容を検討する。

・場所はこども園の保育室やホールを使用できるか管理者が交渉

する。

・家族支援の研修を受講し、知識を習得する。

・今年度実施する参観終了後にアンケートを取り、来年度以降の

内容の改善を行う。


